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かにすることが目的である。Bullock and Toribio (2012)によると、コードスイッチングとは
バイリンガルの能力である。そのため、モノリンガルはコードスイッチングを容認しない
が、バイリンガルは容認することが考えられる。このようなモノリンガルとバイリンガル












れぞれ 3 種類ずつ用意し、参加者に容認度を判断させた。結果として、バイリンガルは 1
種類のスイッチングに対して高い容認度を示し、2 種類に対しては低い容認度を示し、他
の 3 種類には容認とも非容認とも区別のできない容認度を示した。対して、モノリンガル




















(2) My busy 夫 used his laptop in the plane last time. 
「私の忙しい夫は前回、飛行機の中でパソコンを使用した。」 
 
(3) My teacher 薦めた this book in his class last week. 
「私の先生は先週、授業でこの本を薦めた。」 







(4) She bought it for omiyage. (=1) 
「彼女はそれをお土産用に買った。」 
 








(6) かわいい女の子 slapped the man at the restaurant again. 
「かわいい女の子はレストランでまた男性を叩いた。」 
 



























名詞 ◯ ☓ 
動詞 ◯ ☓ 
名詞句 ◯ ☓ 










実験参加者は合計 20 名であり、日英語のバイリンガルのグループが 10 名(24～28 歳、




ガルの実験参加者のうち 9名が 0～8 歳までのうちに初めて英語に接触しており、1 名のみ
9～11 歳までに初めて英語に接触している。日本語モノリンガルの実験参加者は全員日本





7 名のモノリンガルに TOEIC の受験経験があり(990 点満点中 545～930；平均：748.57、











a. My busy 夫 used his laptop in the plane last time. (=2) 
「私の忙しい夫は前回、飛行機の中でパソコンを使用した。」 




a. My teacher 薦めた this book in his class last week. (=3) 
「私の先生は先週、授業でこの本を薦めた。」 




a. かわいい女の子 slapped the man at the restaurant again. (=6) 
「かわいい女の子はレストランでまた男性を叩いた。」 




a. My teacher この本を薦めた in his class last week. (=7) 
「私の先生は先週、授業でこの本を薦めた。」 
b. Lisa 紅茶を買った at the coffee shop often. 
「リサはよくコーヒーショップでその紅茶を買った。」 
 
























名詞、動詞、名詞句、動詞句の各スイッチングに対して 2 文ずつの計 8文が分析対象で
ある。本研究では、スイッチングを容認するか否かを決定する基準として、3.5 を採用し
た。実験参加者は容認度の判断を 6 件法で行い、その中間値が 3.5 である。それぞれのス
イッチングに対して、バイリンガルとモノリンガルの容認度を、t 検定(片側検定)によって
基準の 3.5 と比較した。表 2 はその結果である。 
 
表 2 容認度の 3.5 との比較の結果と予測との比較 
話者 種類 例 平均 SE t 値 P 値 予測 結果 
バイリンガル 名詞 My busy 夫 5.15 0.43 3.85 .002 ◯ ◯ 
 動詞 薦めた this book 4.25 0.39 1.93 .043 ◯ ◯ 
 名詞句 かわいい女の子 5.00 0.36 4.20 .001 ◯ ◯ 
 動詞句 この本を薦めた 3.65 0.60 0.25 .404 ◯ ？ 
モノリンガル 名詞 My busy 夫 2.35 0.35 -3.29 .005 ☓ ☓ 
 動詞 薦めた this book 2.55 0.24 -3.94 .002 ☓ ☓ 
 名詞句 かわいい女の子 3.05 0.37 -1.22 .127 ☓ ？ 
 動詞句 この本を薦めた 2.75 0.37 -2.04 .036 ☓ ☓ 
SE：標準誤差 
P 値：片側検定 
自由度：バイリンガル、モノリンガル共に 9 である 
◯：容認する、☓：容認しない 
 
表 2 の結果より次のことが明らかになった。まず、バイリンガルは次の 3 種類のコード
スイッチングに対して、3.5 よりも有意に高い容認度を示した。名詞に対しては容認度が
5.15 であり(t(9)=3.85, p=.002)、動詞に対する容認度は 4.25(t(9)=1.93, p=.043)、そして名詞
句に対しては容認度が 5.00(t(9)=4.20, p=.001)であった。これらは予測と従う結果である。
しかし、バイリンガルは、動詞句のスイッチングに対しては容認度が 3.65 であり、3.5 と
差のない結果となった(t(9)=0.25, p=.404)。つまり、動詞句のスイッチングに対する容認度






れらは、名詞のスイッチングの容認度が 2.35 であり(t(9)=-3.29, p=.005)、動詞のスイッチン
















































































































































しては容認度が 3.5 よりも有意に低くなるはずである。 
 
(26) 文中における名詞句のスイッチング 
a. At the restaurant かわいい女の子 slapped the man again. 
「レストランでかわいい女の子はまた男性を叩いた。」 

















私と私の友達は 先週末 私の部屋で watch the movieした。   (吉田：印刷中) 
「私と私の友達は先週末私の部屋で映画を見た。」 
 





そして、吉田(印刷中)と同様に、本研究には修正すべき実験的要因が 3 点ある。1 点目と
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Head and Phrasal Code-Switching: 
A Comparison of Japanese-English Bilinguals 




Japanese-English bilinguals and Japanese monolinguals rated the acceptability of intrasentential 
code-switching where a Japanese noun, verb, noun phrase, or verb phrase was inserted into an 
English sentence. Code-switching is said to be a characteristic of bilinguals, so bilinguals were 
predicted to accept all four types of switching whereas monolinguals not. For the most part, the 
results of the acceptability judgment test were in accordance with the predictions as bilinguals rated 
noun, verb, and noun phrase switching as acceptable whereas monolinguals rated noun, verb, and 
verb phrase switching as unacceptable.  
